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・
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・

リ

カ

ア
ド
経

済
論

文

集

の
刊

行

・

一
名

士

の
死

の
心

理
郭
醐
統

計

的

研
究

.

…

附

録

本
誌
第
十
七
巻
絡
目
録

・

9
法
娯
博
士

:

法

塵

土

・
法

學

士

.
文
學
術
士

三 作 恒 紳

浦 田 藤 戸

周 荘 正

行 一 恭 雄

・
法
學
博
士

河

田

嗣

郎

・
法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

・
脛
濟
學
士

谷

口

吉

彦

'
法
學

博
⊥

.
法

學

士

.
脛
濟
學
士

.
纏
濟
學

士

岡 谷 山 河

崎哩 上

文 古 太

規 彦 郎 肇



'

、

翫
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苑

マ
ル
す
ス
の
地
代
論
に
就
て

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論

に
就
て

第
十
七
巻

(第
六
號

=

=
じ

入
七
二

凸

〔
一
∵
完

)

谷

口

吉

'
彦

目

次
L

=

マ
ル
サ

ス
ミ

リ
カ

ア
ド

の
地
代

論

二

、

マ
ル
サ

あ

『
地

代

・
・-

・に
聞

す

ろ
研

究
』

三

ー

マ
乍

、
善

時

の
肚

宙

釣

事
情

四
、
プ
カ
ナ
ン
の
地
代
論
以

上
前
號
掲
載
)

五
、
マ
ル
サ
ス
の
地
代
論

六
・
結
論

五

(
こ

概
説

、

マ
ル
サ

ス
.の
論
敵

た

る
ブ

カ
ナ

ン
の
地

代
論

は
、
以
上
述

ぶ
る
が
如
き
も

の

で
あ
乃
。
之

琳
に

謝

し
て

マ
ル
サ

ス
は
次

の
如

く
批

評
す

る
。

曰
く
、

『
最
近

エ
ヂ

ソ
バ
ラ
の
ブ

カ
ナ

ソ
氏
に
依

っ
て
出
版

さ
れ
た
「
謝
国
民

の
富
」
の
極

め
て
貴

重
な
版

本

に
於

て
は
、

凋
占

の
蜆

念

は
伺

　
歩

を
進

め
て
屠

る
。
即

ち
以
前

の
著

者
達

は
、
地

代
を

以

っ
て
猫
占

の
法

則

に
依

っ
て
支

配

さ
る

、
ご
考

へ
た
け
れ
こ

も
、
彼
等
は

構
ほ
此

の
土

地

の
場

合
の
狸

占
は

、
必
要

に
し
て
且

つ
有

益
で
あ

る
ε
の

意
見

で
あ

っ
π
に
反

し
、

プ

カ
ナ

ン
氏
は
聴

に
之
れ

を
以

っ
て
僻

見
で
あ

る
4
な

し
、

さ
'フ
し
て
そ
れ
揺

地

主

に

.

與

ふ
る
所

の
も

の
を
消
費
者

か
ら
掠
奪
す

る
の
で
あ

る
ε
.さ

へ
謂

っ
て
居

る
」

ε
。

既

に
池

ぶ
る
が
如

く
、

マ
ル
ナ

ス
の
地

代
論
が
公

に
さ
れ

る
に
至

っ
だ
直

接

の
源
因
は

、
此

の
如

き
地
代

の
濁

占

訟
乃
至
有
害
説
を
排
撃

せ
ん

ご
す

る
に
あ

っ
た

も

の
で

、
從

っ
て

マ
ル
ナ

ス
の
『
研
究
」
は
、
次

」
禍
で

る
如

く
.

地

代

の
重
要
、を
説
く

こ
ε
を
以

っ
て
筆

を
起

し

て
居

る
。

e

『
土
地

の
地
代

は
国
民
所

得

の

一
部

分
で
あ

っ
て
、
其
は
常

に
極

め
て
重
要
な

も
の
で
あ

る
こ
し

て
湧

へ
ら
れ

て

35)Malthus,A・1・q・i・yhl・ ・theN・ ヒu・・ …aProrcas・fP.・ ・tpp・5-6・



來

た
。

『
ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
に
從

へ
ば

、
地

代
は
航
貫

の
三
大

階

級
が
支
持

せ
ら

る

、
所

の
冨

の
一二
根
源

の

一
で

わ

る
。

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
依

れ
ば

、
地
代

は
極

め
て
卓
越

せ

る
も

の
.こ
し

て
匪

則

せ
ら

れ
、

從

っ
て
地
代

の
み
が
冨

の

名
目

に
相

當

し
、
且

つ
園
家
の
相
槍
を
支
持
す

る

こ
こ
を
得
、

ま

π
租

税

が
結

局
賃

塘
せ
ら
れ

る
所

の
唯

一
の
資

源

で
あ

る
ご
考

へ
ら

れ
た
」

ε
。

而

し

て
『
研
究
』
の
最

後

の
頁

に
は

、
次

の
如

き
.西
葉

が
獲
見

さ
る

、
。

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
謂

へ
る
が
如

く
、
総

て

の
租

麗
が

地
主

の
純
地

代

に
蹄
着
す

る

・し
い
ふ
こ
ご
は

、
決

し

て
眞

.

理

で
は
な

い
け

れ
こ

も
、
而

も

地
主

は
、
国
家

の
他

の
階

級
に
比
℃

、

一
層
屡

々
直
接
間
接

に
課
税

せ
ら

る
.
ま

た
他

の
階

級

に
比

し
て
之
れ
を

　見
る

、、
刀
の

冨
暦
拐

い
も

の
で

あ

る
。

さ
う

し
て
地

主
は
、
直
接
自

身

に
課

せ
ら

る

、
相

槍

の
み
な
ら
ず

、
農

業

家

の
資
本

及
び
勢

働
者

の
賃
銀

の
上

に
撃

つ
る
租

税

の
多

く
を

も
負

罐
す

る
・…

…
-『
ご
。

帥

ち
彼

れ
の
地
代
論

は
、
最

初

の

晶
頁

も
最

後

の

…
頁

も
、
共

に
地

代

が
重
要

な

る
国
富

の
根
源

で
あ

る
こ
ご

を
主

張
し
π
も

の
で
あ

っ
て
、

こ
れ

に
依

っ
て
見

る
も

、
'彼

れ
の
地

代
論

の
性
質

が
如

何
な

る
も
の

で
あ
ら
う

か

は
、
略

々
想
像

せ
ら

る

・
で
あ

ら
う
。

・
鼠

P

U

(
二
)地

代

の
非
濁
占

説
、

マ
ル
ナ

ス
の
「
研
究
」
は

其

の
標
題
の

示
す
楳

に
、
地

代

の
『
性
質
及

び
増
進
」
を
論

・
軋
濡

す

る
も

の
ε
な

っ
て
居

る
。

而

し
て
彼

れ
が
、
時

代
の
性

質

に
就

て
第

一
に
闇

明

せ
ん
`
努

む

る
所

は
、

そ
れ
が

め
山

ラ
ラ

普
通

の
濁
占

ご
大

に
性
質

を
異

に
す

る

の
黙

に
あ

る
。

此

の
黙

に
於

て
彼

れ
は
、
直
接

に
プ

カ
ナ
ソ
の
凋

占
的

に

36
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競

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
に
就
て

第
十
七
巻

(第
六
號

=
一四
)
、

入
七
四

反
劃
す

る

の
み
な
ら
す

、
ま

だ

エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
及

び

ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
以

下
総

て
の
學
者

を
共
同

の
論
敵

ご
す

る

、
曰
く
、

『
此

の
問
題

(地
代
の
原
因
)
に
胱

て
、
極

め
て
注
意

深
く

且

つ
繰
返
し
熟
讃

し
た
る
後
、
余
は

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
、

エ

コ
ノ
ミ

ス
ト
並

び
に
街

一
層
近

代
の
著
者
達

が
、

之

れ
に
謝

し

て
有
す

る
見
解

に
冷
然

一
致
す

る

こ
蓬
が
田
楽

な

い
こ
ε
を
獲

見

し
π
。

『
余

の
見

る
所

に
依

れ
ば
、
是
等

の
著
者
蓬

の
殆

ん
ご

総

て
は

、
地

代

の
性
質

及

び
其
が
支

配
さ

る

、
法
則
を

以

っ
τ
、
猫
占

に
特
有
な
所

の
、
生
産
費

に

封
ず

る
儂
格

の

超

過

ざ
飴

り
に

近
似

な
も

の

、
様

に

考

ふ
る
様

で

め

跼
る
』

ε
。

マ
ル
サ

ス
に
從

ふ
も

『地

代
の
直
接

の
原
因

は
、
明

か
に
粗
生

々
産
物

の
市
場

に
於
け
る
費
償

が
、
生

産
費
以

　

上

に
詔
一過

す

る
こ
ご
で
あ
る
」

然

ら
ば
粗
生

々
薫

物

の
僧
俗

は
何
…故

に
か
く

の
加
〃き
超

過
部

分
を
生
す

る
か
ご

い

ふ

に
、
彼

れ
は

之
に
蜘

し

て
三

つ
の
原
因

を
擧

げ

る
.

曰
く

、

『
第

一
に
且

つ
圭

託
し

て
、
土
壌

の
性
質
一

即

ち
土

地

の
上
に
使

役

さ
れ

た
人

々
の
維

持

に
要
す

る
よ
り
も

、

一
層

人
な

る
生
活

必
要

品
を
産
出

し
得

る

こ
ご
。

「
第
二
に
、
生
活
必
要
晶
の
特
性
-

即
ち
其

れ
が
自
ら
共

の
需
要
を
創
造
し
得

る
こ
ご
、
若
く
は
生
産

さ
れ
た

る
必
要
品

の
分
量

に
比
例

し

て
、
需
要
者

の
藪

を
増

加

す

る

こ
ε
。

り

し

ユ

エ

『
第
三

に
、
最

も
肥
沃

な
る
土
地

の
比
較
的
輻稀
少
な

る

こ
ご
、
是

で
あ

る
」

ε
。

是

等

の
原
因

の
中
、
第

一、は

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
唱

ふ
る
所

で
あ
り
、
第

三
は

ス
ミ
ス
以
下
多
く

の
學
者

の
唱

ふ

38)
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,

る
所

で
め

る
。
濁
り
第

二
の
原
因

の
み
は

、

マ
ル
ナ

ス
に
於

て
始
め

τ
見

る
所

の
も
の

で
あ
る
。
而

し
て

こ
れ
が

彼

れ
の
非

濁
占

読

の
鍵
錦

を
成
す
も

の

で
、
從

っ
て
彼

れ
が
最
も
強
調
す

る
要
.黙

で
あ
り

、
而

も
余

の
見

る
所

に

依

軋
ば
、
此

は
實

に
彼

れ

の
人

口
法

則
其

の
も

の
を
ば

、
別

の
言
葉

で
言

ひ
表

し

た
も

の
に
外

な
ら

漁
。

マ
ル
サ

ス
に
從

へ
ば
、
生

活
必
要

品

に
野
す

る
需
要

ε
、
他

の

皿
般
商
品

に
封
ず

る
需
要

`

の
問

に
は

『
根
本

的

の
相
違

」
が

め
る
。
即
ち

生
活

必
要
品

の
場
合

に
あ

っ
て
は

『
需

要
者

の
敬

の
存

在
及

び
増

加
は

、
是
等

の
必

劒

要
品
そ
の
も
の

、
存
在
及
び
増
加
に
依

っ
て
宝
鑑
ら
ね
ば
な
ら
沁
」

送
れ

に
反
し
て
他

の
商
品
に
あ

っ
て
は

『
需

む

要
は
在
外
の
も
の
で
あ
b
、
生
産
物
そ
の
も
の
に
無
關
係
で
あ
る
」
換
告

せ
ば
人
口
の
増
減
は
生
活
必
要
品
の
増

減

に
比
例
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
他

の
商
品
に
あ
っ
て
は
此

の
如
き
關
係
は
存
在
し
な

い
。
從

っ
て
普
遍

の
商
品

瑚

に
あ

っ
て
は

、
『、自
然
的
着
く

は
人
魚

的
猫
占

の
場

合
」
共
の
供
給
を
制

限
す

る
こ
ε
に
依

っ
て
、
濁
占

を

作
り
得

る
も

の
で

あ
る
が
、
生
活

必
要
品

に
あ

っ
て
は
、
供

給

を
制

限
す

る
こ
ε
は

、
其

の
結

果
需
要
を
減

少
す

る

こ
ε

、
な

る

問、果

し
て
然
ら

ば
、
生
活

必
要
品

の
償
格
は
、

普
通
猫
占

の
原
理

に
依

っ
て
左

右

さ

る

、
ε
考

へ
得
ら

る

＼
や
否
や
」
其

の
然
ら

ざ

る
こ
ε
は

明
白

で
あ

る
ε
、

彼

れ
は
主

張
す

る
。

マ
ル
サ
ス
の
非
凋
占

読
は
、

か
く
の

如

く

し
て
彼

れ
の
人
口
法
則
を
基
礎

ε
し

て
成

立
す

る

も

の
で
あ
る
。

(
三

)地

代
必
然

論
、

地

代
の
獲
生
す

る
は
、
自

然

法
則

に
水

つ
く
必
然

の
結
果

で
あ

る
、
ε
敬

す
黙

に
、
彼

れ
の
地

代
論

の
第

二
の
特
徴

が
あ

る
。
彼

れ

に
從

へ
ば

、
地

代

の
生
ず

る
第

一
の
原
因
即

ち
土
壌

の
性
質

ご
、
第

殉

こ
の
原
因
即
ち
生
活
必
要
品
の
特
性

ε
は

『
地
代
の
存
在
に
`
り
絶
対
的

に
必
要
な
る
も
の
」

で
あ
り
、
人
類
に

鋤

謝

し

て

與

へ
ら

れ

た

る

『
自

然

の

恩

恵

』
で

あ

る

。

地

代

は

此

の

自

然

的

恩

恵

の

結

果

ご

し

て

、

成

る
程

度

の

文

明

.
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読

苑
.

マ
ル
や
ス
の
地
代
論
に
就
て

第
十
七
巻

(第
六
號

=
…六
)

八
七
六

に
達

し
だ

る
國
氏

の
間

に
、
必
然
的

に
獲
益
し
來

る
こ

ε
、
恰
も
萬

有
に
封
ず

る
引
力

の
法
則
の
避
く

べ
か
ら
ざ

る
ε
同
じ
で
あ

る
ざ
謂

ふ
。

曰

く
、

『
そ

れ
故

に
、

一
国

が
成

る
程

度
の
冨

ε
或

る
密

度
の

人

口
に
達
す

る
時
は
…
…
…
土
地

に
舅
す

る

一
定

の
性
質

を
有
す

る

㎜
種

の
固
着

・こ
し
て
、
地

代

の
分
離
す

る
こ

`
は

、
恰

も
重
力

の
原
理
の
働

き

ご
同
じ
く

.
不
愛

な

る

な

が

一
の
法
則

で
あ

る
。
此

の
こ
ぐ」
は
、
事

ふ

.一、
か
ら

ざ
る
眞

理

・し
し
て
漸
青

し
得

る
」

ε
。

既

に
地

代

の
顕
焦
若

く
ば
存
在

が
自

然
的
必
然

の
結

果

で
あ

る
の
み
な
ら
す

、
地

代

の
騰
貴

も
亦
必
然
不
可
避

の
結

果

で
あ

る
ご
彼

れ
は
謂

ふ
。
地

代
騰
貴

の
原

因
-し
し

て
彼

れ
の
繋

ぐ

る
所

は
次

の
四
項
で
あ

る
。

『
第

一
、
利
潤

を
低

下

せ
し
む

る
が
如

き
資

本

の
蓄
積

、

『
第

二
、
勢
賃

を
低
下

せ
し
む

る
が
如

き
人
口

の
増

加
。

『
第

三
、

一
定
の
結
果

を
産

出
す

る

に
必

要
な
夢
働

者

の
数
を
減

少
す

る
が
如

き
農
業

上

の
改
頁
、
若

く
は
動
勢

の
増

加
。

剛

『
第
四
、
生
産
の
費
用
を
名
義
上
低
下
せ
し
む
る
が
如

き
、
需
要

の
増

加
に
よ
る
農
業
生
産
物

の
償
格
の
騰
貴
」

即
ち

『
右
.に
述

ぶ
る
四
原
因
の
作
用

に
依

っ
て
、
生
産
物
の
領
格

ε
生
産
手
段

の
費
用
ゼ
の
差
が
増
加
す
る
肪

は
、
常
に
土
地

の
地
代
は
騰
貴
す
る
で
め
ら
づ
』

こ
い
ふ
。
.而

し
て
弦

に
述

ぶ
乃
所

の
資
本
の
蓄
積
、
人
日
の
増

加
、
農
業
上
改
頁
及
び
穀
債
の
騰
貴

は
、
何
れ
も

【
國
の
冨
の
増
加
又
は
其
の
必
然
の
結
果
で
あ
る
か
ち
、
国
富

の
増
進
せ
る
國
に
あ

っ
て
地
代
の
騰
貴
す

る
こ
芝
は

『
.富
及
び
繁
榮

の
増
加
に
伜

ふ
必
然
の
結
果
で
あ
り
、
且
つ

其

の
最
も
確
實
な
る
標
識
で
あ
る
撫

鋤
50)

、51)

.52)

ibld.、

ibid.,

ibidり

ibidり

P・20・
22,

P.26.
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9

す
で
に
述

べ
た
る
如
く
、

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
の
出
で
た
る
當
時
は
、
「
前
例
な
き
地
代
の
騰
貴
」
の
た
め
、に
、

地
主
及
び
農
業
家
の
鼓
腹
せ
る
時
代
で
め
る
。
此
の
時
に
當

っ
て
、
此

の
如
き
異
常
な
る
地
代
の
騰
貴
は
、
英
国

の
富
の
程
度
の
増
進

せ
る
必
然
の
結
果
で
あ

っ
て
、
之
に
謝
し
て
付
入
も
責
任
を
有
せ
†

ε
な
す
所
の
、
彼
れ
の

地
代
論
の
出
で
た
る
こ
ε
は
、
地
主
及
び
資
本
家
階
級
に
ご
つ
て
、
秘

め
て
都
合
よ
き
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
阻
.

同
時
に
そ
れ
は
飢
餓
に
顕
せ
る
當
塒
の
勢
働
者

に
ε

つ
て
、
極

め
て
冶
・酷
な
る
紳
の
法
則
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
四
)地
代
必
要
論
、

す
で
に
地
代
の
獲
生
及
び
其

の
増
進

が
、
自
然
法
則
の
必
然
的
結
果
で
め
つ
て
.
到
底

避
く

べ
か
ら
ざ
る
運
命
で
あ
る
鳳

か
り
で
な
く
、
其
は
国
民
経
済
上
「
絶
対
的
に
必
要
な

る
部
悲

で
あ
る
ざ
彼
れ

は
謂
ふ
。
光
勲
に
就
て
彼
れ
は
、

ス
ミ
ス
が
地

代
を
以

っ
て
国
民
所
得

の
三
根
源
な
り
こ
な
せ
る
に
賛
し
、
更

に

進

ん
で

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
見
解
に
ま
で
近
づ
い
て
居
る
。
曰
く
、

『
此
の
増
加
、償
直
(即
ち
地
代
)は
、
軍

に
農
業
家
個
人
若
く
は
個
人
の
階
級
に
ご
っ
て
有
利
な
お
の
み
な
ら
す
、

其

の
國
の
製
造
業

に
濁
し
て
最
も
堅
蟹
な
國
内
需
要
を
喚
起
し
、
其
國

の
財
政
的
維
持

に
野
し
て
最
も
有
力
な
る

資
源
を
供
し
、
且

つ
其
國
の
陸
海
軍
に
謝
し
て
最
も
人
な
る
財
源
を
與

ふ
る
も
の
で
め
る
曜

ざ
。
ま
た
謂
ふ
。

『
地
代
が
総
て
の
力
及
び
享
樂
の
根
源
な
b
ご
謂
は
る

、
は
正
當
で
あ
る
:
…
…
・。
實
際

に
於
て
地
代
な
く
し
て

は
、
真
庭
に
は
都
市
も
な
↑
、
陸
軍
若
一
は
海
軍
力
も
な
い
。
藝
術
も
な
け
剃
ば
學
間
も
な
く
、
精
製

工
業
も
な

け
れ
ば
舶
來
の
便
宜
品
や
贅
澤
品
も
な

い
。
且
又
地
代
な
く
し
て
は
、
輩
に
個
人
を
向
上
せ
し
め
威
儀

め
ら
し
む

る
の
み
な
ら
す
、
大
多
鱒

の
人
民
全
禮

の
上
に
有
益
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
所
の
.
激
賛
あ
り
洗
練

さ
れ
た
る
肚
會

お

も

存

し

な

い

こ

ε

、
な

る
」

ご

。
.

r

醗

苑

Y
ル
サ
ス
の
地
代
論
に
就
て

第
十
七
巻

(第
六
號

一
二
七
)

入
七
七

53)
54)

.55)

ibid・,P,16.
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醗

苑

マ
ル
サ
ス
の
地
代
論
に
就
て

第
十
七
巻

(第
六
撹

一
二
八
)

入
七
八

〆

即

ち
彼

れ
に
從

へ
ば
、
地

代
は
文

明
肚
會

に
於

け

る
緬
て
の
文
化
的
施

設
の
資

源
を
な
す

も
の
で
あ
り

、
地

代

な
く

し
て
は
、
今
日

の
所

謂
文
化
生
活

は

一
も

之
を

享
樂

せ
る
こ
ε
能
は

ざ

る
も

の
で
あ
る
。
蓋

し
地
代

の
重
要

を
説

く

の
黙

に
於

て
、

エ

コ
ノ
.ミ
ス
ト
ε
錐

も
、
彼

れ
の
右

に
出

つ
る
も

の
で
は
な

か
ら
う

。

か
く

の
如

き
極
端
な

る
地

代
重
幌

の
思
想
は

、
想

ふ

に
プ

カ
ナ

ソ
の
地

代
有
害
論

を
駁

せ

ん
ご
し
て
、
却

っ
て

反

射

の
極
端

に
陥

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

彼
れ
は
謂

ふ
。

「
果

し
て
然
ら

ば
、
地
代
は

ブ

カ
ナ

ソ
氏

の
謂

ふ
が
如

く
、
何
等

困
民

の
富
を
増

加
す

る
も

の
で
は

な
く

、
輩

に

地
主
に
ε

つ
て
の
み
利
益
で
あ
り
、
消
費
者
讐

っ
て
は
.
之
れ
宝

同
じ
割
合

に
有
害
な
る
所
の
慣
値

の
移
管

み

渦

ぎ
な

い
も
の
で
め
る
、
ぜ
考

ふ
る
こ
ビ
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
」

『
そ
れ
故
に
、
次
の
事
は
争

ふ

べ
か
ら
ざ
る
眞
理
亡
し
て
処

べ
ら
れ
や
う
。
即

ち
地
代
は
箪
な
る
名
義
上
の
償
笹

で
も
な
く
、
ま
た
入
践
の

一
階
級

か
ら
他

の
階
級
に
向

っ
て
、
不
必
要
に
且

ウ
有
害
に
移
韓
し
だ
る
償
笹
で
も
な

く
て
、
其
は
国
民
資

産
の
企
償
値

の
中
、
最
も
眞
實
に
し
て
且
つ
本
質
的
な
部
分
で
あ
る
。

さ
シ
し
て
假
令
土
地

所
有
者
が
何
人
で
あ
ら
う
こ
も
i

地
主
、
君
主
、
若
く
は
實
際
の
耕
作
者
の
Y何
れ
で
あ
ら
う
.寸」
も
一

地
代
は

自
然

の
法
則

に
依

っ
て
、
其

が
あ

る

べ
き
.し
こ
ろ
廓

仁
・土
地

の
上

に
灘

着
す

る
』

ε
。

(
五
農

業
保
薩
論
及
び
地
主
擁
護
論
、

以
上
遠

客

が
如
く
、
地
代
を
以

っ
て
最
も
重
要
な
る
國
冨
の
根
源

な
り

む
な
す
思

想

は
、
延

い
て
農

業
保
護

諭

ε
な
ら

ざ

る
を
得

漁
。
彼

れ
は

エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
及

び

ス
ミ

ス
ε
同

じ

く
農
業
を
以

っ
て
商
工
業

に
比
し

一
層
生

産
的

な

る
も

の
ε
考

へ
る
。
即

ち
謂

、商
。

『
ア
ダ

ム
・
ス
.ミ
.ス
が
「
製
造

工
業

の
上

に
用

ひ
ら

れ

た
等
量

の
生

産
的
勢
働
は

、
決

し

て
農
業

に
於

け
る

下し
同

じ

56)ibid.,PP.15-c6.
57)ibid.,p.20.



●

大

い
さ
の
再
生
産
を
齎
す

こ
底
は
出
來
な
い
』

ε
謂

っ
て
居

る
の
は
至
當
で
あ
る
。

『
若
し
も
堂

・萬
榜

の
二

つ
の
資
本
が
、

一
は
製
造
工
業
に
他
は
土
地

の
改
…艮
に
用

ひ
ら
れ
、
通
常
の
利
潤
を
齎

る
て
二
+
午
後

芝

繋

、
回
牧
す
る
な
ら
ば

一

製
造
工
業
に
用

ひ
ら
れ
た
資
本
は
、
其
の
背
後
に
何
物
を
も
残

さ
な
い
)で
め
ら
う
。
然
る
に
土
地
の
上

に
用
ひ
ら
れ
た
資
本
は
、
必
ず
や
少
な
か
ら
ざ
る
償
値

の
地
代
を
残
す
で

の

あ
ら
う
』
ご
。

此
の
如
き
地
代
の
重
醍
、
及
び
重
農
の
思
想
は
、
又
自
然
の
結
果
ご
し
て
地
主
擁
護
論
ε
な
ら
ざ
る
を
得

阻
。

彼
れ
は
、
穀
物
の
自
由
貿
易
が
地
主
階
紙
に
及
ぼ
す
影
響
を
述
ぶ
る
に
際
し
、
地
主
が
国
家
若
く
は
国
民
生
活
上

極
め
て
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
も
の
な
る
こ
蓬
を
力
説
す

る
。
日
(
、
.

「
地
主
階
…級
に
就
て
は
、
彼
等
は
乱闘
述
の
二
階
級
〔勢
働
階
…級
及
び
資
本
家
階
一級
)
の
如
一
、
富

の
生
産
に
ご
つ
て

藩

的
に
貢
献
せ
す
早

る
も
、
其
の
利
爾

係
が
、
彼
等
に
も
増
し
て
、
国
家
の
繁
讐

直
接
不
可
離
に
鞣

せ
る
階
級
は
他

に
存

し
な

い
。
.

.

.

.

『
吾
々
は
、
地
主
の
如
き
地
位
に
在
る
階
級

の
大

々
の
利
金
が
實
質
的
に
損
害
を
蒙
b
な
が
ら
、
國
家

の
利
害
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
な
ご

、
考

へ
て
は
な
ら
諏
暉

彼
れ
の
『
纏
濟
原
論
」
に
は
、
右
の
趣
意
を
.更

に
敷
衍
す

る
た
め
、
特
別
な
る
二
節
を
之
れ
に
充

て

、
居

る
。
さ
う

し
て

「
自
国
の
人
口
を
泊
給
す
る
國
.に
於
て
、
地
主
ε
國
家
の
利
害
關
係
が
、
嚴
密

に
凱

っ
必
然
的

に
關
聯
せ

る
.

こ
ε
に
就
て
」

こ
い
ぶ
節

の
冒
頭
は
、
次
の
文
章
を
以

っ
て
始
ま

っ
て
居
る
。

『
。
ダ

ム
三

・
ス
は
、
地
表

利
害

が
國
家
の
和
音

婁

に
關
鞣
せ
る
・
ε
、
從

つ
三

方
の
餐

若
く
は

誠

苑

・、
㌻

あ

馳
代
論
に
塑

`

隼

七
巻

(第
六
號

三

池

入
究

.66)

.59)

・5f,)
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就

蒐

マ
ル
サ
み
の
地
代
論
に
眺
て

筑
十
七
巻

〔第
大
雅

=
二
〇
)

八
入
O

窮

乏
は
、
他

方

の
繁

榮
若

く
は
窮

乏
を
意
味
す

石

ご
さ

を
説

明

し
て
居

る
。

合
比

の
章

に
於

て
論
定

し
た
地

代
論

ユ

リ
ド

は
、
此

の
説

明
に
全

・
合
致
す

る
様

に
見

え

る
」

ε
。

こ
れ
に
縮
け

る
地

の

一
節
.
i

「
穀
物

を
輸

入
す

る
國

に

於
け

る
地

主

ε
国
家

こ
の
關
聯

に
就

て
」

一

の
最
後

は
、
次

の
喪

章
を
以

っ
て
結

ば
れ

て
居

る
。

『
国
家

に
於

け

る
他

の
階
級

の
利
害

は
、
地

主

の
利
害

ほ
こ

に
、
国
家

の
寓

及

び
カ

ピ
密

接

に
且

つ
必

然

に
關

聯

し

て
屑

ら
な

い
ご

い
ふ
こ
ε
は

、
最

も
安

全

に
断

宿

し
得

る
』

ぐ」
。

之
を
要
す

る
に
、

マ
ル
サ
ス
は
、
地
主
階

級
の
利

害
が
最
も
密
接

に
国
家

の
利
害

・し
相

關
嚇

せ
る
こ
ご
に
依

っ

て
、
最

も
有

力
な

る
彼
等

の
辮
護
者

蓬
な
り
、

以

っ
て
當
時

の
反
地
主

熱

に
調
抗

し
鞄
も

の
で
め

る
こ
ε
は
明
ら

か
で
あ

る
。
.
.
.

・.

(
六
)地

代

ε
穀
償

ビ

の
關
係

、

當
塒

二
十

年

に
亘

る
英
国

の
戦
勝

状
態
は

、
既

に
述

N、
た

る
如

く
ゐ

一
方

に

異
常

な
澱
償

の
騰
貴

を
來

た
し

て
勢
働
階
級

を
飢
餓

に
頻

せ
し

め
、
地

方

に
前
例

な
き
地

代
の
騰
貴
を

來
た

し
て

地
主

及
び
資

本
家
階
級

に
莫

大
な
利
得
を
倍

し
π
が

、
此

の
極

端
な
二

つ
の
事
實

セ
鋼
照

す

る
場
合

、
何
人

も
重

ち

に
地
代

ε
穀
償

蓬
の
關

係

に
想
到

せ
ざ
る
を
得

な

い
。
當
塒

の
祉
會

的
戚

情

は
、
.反
地

主
熱

の
高
潮

に
達

し
、

此

の
間

に
在

っ
て
、

ス
ペ
ソ
ス

一
振

の
土
地

改
革
論

者

が
盗

に
活
躍

し
た

こ
ご
は
、
前

に
述

べ
売

る
が
、

マ
.〃
サ

ス
の
地
代
論

は

か
》

o
場

合

に
於
て
、

　
方

に
地
代

の
必

然
性

及

び
共

の
必
要

を
説

い
て
、
地

主

の
辯
護

に
努

め

た
の
み
な
ら
す

、
他
方

に
穀
儂

の
必
然

性
及

び
馳

代

ξ
の
關
係
を
説

い
て
、
反
地
主
熱

の
鎭
墜

に
貢
献

し
た
も

の

で
め

る
彼

晒
に
從

へ
ば

、
.穀
物

の
償
格

の
高
償

な

る
は
、

一
国

の
富

の
増
進

す

る
必
然

の
結
集

で
あ

る
蓬
謂

ふ
。

曰

く
、

『
卓

越

せ
る
冨

の
標
識

蒔
く
は
後
果

・し
し
て

は
、
…
…

…
粗
生

々
産
物

の
高
横

な

こ
ビ
よ
り
以

上
に
確
實

61)
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・

な

る
叉
必
然

的
な

る
も

の
は
な

い
。

…
…
・;
吾

々
は

「
國

の
繁

榮
撒
態

の
最

も
確

實
な
羅
檬

の

一
に
就

て
、
不
平

闘

を
山蒲
ふ

べ
き

で
は
な

い
…
…

…
」

「
粗
生

々
産
物

の
横
路
高

き

こ
ご
は
、
富

の
卓
越

及

び
増
進

の
必
然
的
随
伴

物

で
あ

っ
て
、
其

の

一
な

く
し

て
は

他
は
存

し
な

い
・・…
…
.
』

『
飯
台
楡

人
制
度

の
下

に
於

て
も

.
現

在

の
欧
洲
各

国
の
状
態
及

び
地
位

に
於

て
は
、
穀
物

の
高

償
な

こ
ご
は
、

冨

の
卓
越
及

び
増

進

に
俘

は
ね
ば
な
ら

函
」

ご
。

此

の
如

く
、
生

活
必
要

品

の
筒
贋
は
、
密

の
増
進

に
伴

ふ
必

然

の
結

果
な

る

こ
ε
を
主

張
す

る
の
み
な
ら
す
、

更

に
進

ん
で
、
其

が
必
ず

し
も
労
働

階
級

に
ご

つ
て
不
利
な

も

の
で
は
な

い
ε
彼
れ
は
謂

ふ
。

「
消

費
者

託

し
て
最

も
直
接

な
利
害
關
係
を
有

す

る

ご
想
は

る

、
所

の
肚
會

の
勢

働
階

級

に
關

し
　、
、
穀

物

の
高

債
を

以

っ
て
、
彼
等

に
有
害

な
も

の
こ
し
て
警
賊

を

要
す

ご
考

ふ

る
は
、
此

の
問

題
に
關

し
て
、
極

め
て
近
覗
眼

的
な

見
解

で
あ
る
。

「
彼
等

の
境

遇
改
善

に
ε

つ
て
最

も
必
要

な

も
の
は

、
彼

等
自
身

の
慎

み
深

き
習
慣

ご
、
勢
働

に
蜀
す

る
需
要

の

増

加
で
め

る
。
:
・・…
・・さ
う

し
て
穀
物

の
…向
き
償
整

は
、
そ
の
自
然
的
結
果

を
生
す

る
時
間

を

許
す

あ
ら
ば

、
彼

等

に

ε

つ
て
杯
利

益
な
ご

,」
ろ
で
な

く
、
積
極
的

に

し
て
疑

ふ

べ
か
ら
ざ

る
利
益

で
あ

る
ε

い
ふ

こ
ご
は
、
余

が

リ

ロ

明
白

に
脚

吝

し
て
躊
躇

せ
ざ

る
.所

で
あ

る
」

ご
。

右

に
述

ぶ

る
様

に
、
穀
物

の
偵
格

の
高

い
こ
ご
は
.
冨

の
増
進

に
伴

ふ
必

然
的
な

且

つ
有

益

な
結
果

で
あ

っ
て

地

代

の
高

い
こ
ε
が
そ

の
原
因
を
な

す
も

の
で
な

い
。

反

籤

札
穀
償

の
高

い
こ
ご
が
、
地

代
の
存

在
及

び
騰
貴

の

観

苑

マ
ル
サ
酒
の
地
代
論
に
魏
て
.
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[

誘

苑

'

マ
ル
サ
ス
の
地
㈹
論
匡
麗
て

窮
十
七
奮

(第
六
號

=
二
二
)
.
入
ん
二

原

因

で
あ
る
・し
主

張
す

る
。
彼

れ
は

之
を

次

の
様
…に
謂

ふ
ψ

コ

般

に
、
地
代

を
決
定
す

る
の
が
債
幣

で
あ

っ
て
、

償

格
を
決

定
す

る
の
は
地

代

で
な

い
」

.し
。

地

代

ε
穀
儂

こ

の
關
係

に
關
す

る
此

の
見

解
は

、
後

に
リ

ヵ
ア
ド
が

『
地
代

が
支

佛
は

る

、
か
ら

穀
物

が
高

い
.

鋤

`

の
で
は
な

い
。
、穀
物

が
高

い
か
ら
地

代

が
支

拙
は

る

、
の

で
あ

る
」

ご
謂

っ
た
の

ε
同
じ

↑
、
穀

償

の
暴
騰

に
就

て
地

主
が
全
く
責
任

を
有
し
な

い
こ
ご
を

有
力

に
謹
明

す

る
も

の
で
あ
る
し

換
言

せ
ば
、
常
時

に
於

け

る
貧
民
階

級

の
飢

餓

`
地

主
資
本
家

の
暴

利

ε
は
、
何

れ
も
自
然

法
則

の
必

然
的
結

果

で
あ

っ
て
、
何
等
人

爲

の
結

果

に
出

で
た
も

の
で
も
な

い
。
從

っ
て
地
士
-階

級
は

之
に
聾

し

て
蠢
く
責
任

な
き
も

の
で
あ

る
ξ
士
↓
賑
す

る
。

合

比

の
主
張

の
正
否
は
姑

く
別

こ
し
て
、

か
く

の
如

き
見
解

が
、
當
時
沸
騰

し
來

つ
だ
反
地
主
熟

に
封
し

て
、

　
掬

の
冷
水
を
振

り
か
く

る
の
効
果

あ
る

べ
き

こ
ε
は

、
容
易

に
想
傑

さ
る

、
所

で
あ

る
。

六

以
上
迎

ぶ
る
所
を
要
す

る
.に
、

マ
ル
ナ

ス
地

代
論
を

、
.地

代
狽
占
説

に
勤

し
て
非

凋
古
説

を
重
張

し
、
地

代
の

巌
生
及

び
増
進

は
、
音
然

法
則

の
必

然
的
結
果

な

る
こ

ご
を
論

じ
、
更

に
地

代
の
不
必
要
若

く
は
有

害
論

に
謝

し

て
其

の
必
要
若

く
は
有
益
論

を
成
す

も

の
で
あ

る
。
要

ホ

る
に
、
當
時

の
肚
會
的
継
濟

的
事
情
よ

り
起

つ
た
所

の

地

代
排

斥
若

く
は
地
虫
放
逐

論

に
勤

し
て
、
地

代
を
辯

護

し
地
生

を
擁
護
す

る
も

の
に
外
な
ら

漁
。

此

の
意
味

に
於

て
、
彼

れ
の
地

代
論
を
共

の
人

口
論

ざ
比
較
す

る
場

合
、
極

め
て
興
味

あ
る
蜀
照

を
威
す

る
。

彼

れ

の
人

口
論

は
、

ゴ
ド
ウ
井

ソ
に
依
り

て
代
表

せ
ら

る

、
所

の
當
時

の

一
般
肚
會

思
潮
た

る
理
想
的
合

理
主
義

に
濁

し
て
、
経
験

的
自
然
主
義

の
立
場

に
在

っ
て
、
彼

れ

の
無
政
府
共
産

主
義

を
論
駁
す

る
も

の
で

あ
る
。

さ
う

「
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し
で
此
啓

於
ξ

亨

ス
の
表

す
る
肝
咲

貧
乏
必
盤

で
あ
㌧

毘
に
貧
慮

要
論
で
み
り
・
徳
つ
で
貧
.

者
階
級

に
勤
す

る
摺
者

階
級

の
責
任

を
ば
、
全
く
解
除

せ
ん
こ
す

る
も
の
で
あ

る
。
今
彼

れ
の
地

代
論

は
、
.直
接

に
は

ブ
カ
ナ

ソ
に
依

り

て
代
表

せ
ら

る

、
所

の
常
時

の
肚
會
的
威
情

た

る
反
地
主

熱

に
謝

し
、
間
接

に
は

ス

ペ
ソ

ス

一
派

に
よ
b

て
主

張

せ
ら

る

、
土
地
改

革
論

に
謝

し

て
之
を
駁
論
す

る
も

の
で
あ

る
。

さ
う
し

て
此
庭

に
於

て

マ
ル
サ

ス
の
主

張
す

る
所
は

、
地

代
必
然
論

で
め
り
更

に
地
代
必
要

論
で
あ
b
、
從

っ
て
貧
者
階
級

の
飢
餓

に
封

ず

る
地
ま
階
級

の
責

任
を

ば
、
全
く
解
除

せ
ん
こ
す

る
も

の
で
あ
る
。

而

し
て

マ
ル
サ

ス
の
人

口
論

に
依

っ
て

一
敗
地

に
塗

れ
陀
空
想
的
社
倉

主
義
は

、
更

に
彼

れ

の
必
然

論
を
基
礎

.こ
す

る

こ
冠
に
依

っ
て
、
其

の
陣

容
を
改

め
て
新

た
な

科
畢
的
肚
會
主
義

を
生
む

こ
・こ
、
な

っ
た
。
殊

に
此

の
人

口
論

が
、

リ
ヵ
ア
ド
の
手
を
脛

て
弊
賃

鐵

則

ε
な
る

に
及

び
、
新

し
き
肚

會
主
義

は

之
を
利
用

し
て
、
有
力

な

る

資
本

主
義

攻
撃

の
武
鋸

ご
な
し
た

る
も
の
な

る
が
、
今

彼

れ
の
地

代
論
も
亦

、
ソ

カ
ア
ド
の
手

を
経

る
に
及

ん
で

新

た
な
孔版
會
主
義

的
主

張

に
糊

し
て
有
力

な

る
理

論
的

根
擦
を
與

ふ

る
こ
ε

、
な

り
、

ヘ
ン
リ

ー
、

デ
ョ
ー
ジ
を

輕

て
、

フ
エ
ビ

ア
ソ

一
涙

の
土
地
國
有
論

セ
基
礎

づ
け

る
こ
ε

、
な

っ
た
も

の
で
あ

る
。
(完
)

附

記
、
此
の
論
文
な
卓
ず
う
に
寄
り
、
大
原
肚
會
問
題
研
究
所
が
、
貴
重
な
署
書
の
闘
額
為
許
さ
移
た
好
意
に
射
し
、
心
か
ら
感
謝
の
意
な
表

す
ろ
ワ

説

苑

マ
ル
サ

ス
の
地
代
論
に
就

て

第
片
違

(第
六
號

=
昌
三
)

人
入
三

、

■


